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The results and the method of experiments which have been made on the rate of 
swel1ing of piston-cup by severalliquids are described. Liquids under tests are those. 
diacetone alcohol. ethyl glycol， butyl glycol， propylene glycol and hexylene glyco1. 
Using optical lever， the swelling rate is measured on elongation of the base-diameter 
of a cup. which has been vertically held in the 1iquid， temperature of which is gradualIy 
elevated to 700C and is then being left to natural coo1ing. 
f3 1 緒 論
自動車のプV ーキは，各種類。ものがあるが，その中で最もよく使われているのは，液圧式プ
ν日キである口現今では，三輪自動車に於いても，大型のものは殆んど之を採用する様になった。
液圧式フeレーキは，足でプレ戸キペダルに与えた圧力を，バスカルの原理によって，車輪に伝える
訳であるから，必宇圧力伝達用の液体，即ち制動液〈時には制動油ープレーキオイルーという事も
ある。〉を必要とする。
現在，我が国で一番よく使われている制動液は，ひまし泊を基体として，之に〈ひまし油とよ
く混和する〉適当な混合剤を加えて，粘度を適JEjt値に保ったも白である。との混合剤としては，
nープタノールか，ダイアセトンアルコールが用いられるが，後者の方が前者にくらべて，利点が
多いDで，我が国θ自動車製造会社D過半数は，とのひまし泊ーダイアセトンアルコーJレ系を，純
正品としτ指定している様である。ととろで，外国では，既にとの系統Dもりを通りすぎて，専ら
各種の9"Vコール類，或いはそむ誘導体を主成分とするものを，使用している様である。我が国で
も，との系統のものは，今年〈昭和29年〉になって生産される様になったが，将来はだんだん之に
移っていくりではないかと考えられるo
掠て，制動液θ具えたければならない条件は，多々あっτ，アメ]カCDSAE規格1、が，重荷
重型及び，中荷重型にわけて，非常にくわしく規定している o
プレーキ装置には，ゴムが使用せられている個所が多く，例えばゴム製θピストンカップ(ラ
ノξーカップ〉は四六時中制動液に浸漬されている。従って，告lj動液のゴムに及ぼす影響。多少は，
液の良否を定める大餌t.r.性質の一つである。我々は，以前ひまし泊混合剤である nー プタノーノレ及
びダイアセトンアJレコ戸Jレによるピストンカップのふ〈れの割合を，写真法により，カップ右液中
に浸漬した僅で測定したがロそり実験は，液温を 700Cの定温に長時間保った時の測定であって，
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液温が上昇し，或いは下降する場合については，測定が困難で、ある為に行わたかった。今回は，ちが
った方法を用いて，液温0上昇時と下降時に最けるカップのふ〈れを調べた。常使用液体は，ダイ
アセトンアルコール及び数種類。グリコールで，前回同様に，カップは液に浸漬した僅で調べたg
~ 2 実験装置の概様
ピストンカップは，ベースの直径が 11'1の標準製品を使用し， SAE規格が規定する通り，そ
のペ H ス白直径方向C伸び率を測定した
が，伸びが小さいから，拡大する必要が
あり，光学挺子と，尺度及び望遠鏡を用
いた。第1図は装置の主要部である。 V
は試料即ちカップと被検液をいれる容器
で，直径 7cm，深さ llcmの銅製同簡
である。ピストンカップRを真鍋製ホル
ダ【Hで垂直に支持し，ホルダーは三本
D真鎗捧で容器の蓋に固定する。J![lち，
ホJレダ戸と容器白壁及び底とは独立にし
てあるD 別の真鍋棒Bを，図。様にカッ
プ白ベース上に垂直に，ガイドGを介し
てたて， AA'聞に光学挺子 Oをまたが
せる。之により，カップむ直径の伸縮即
ち A'の上下移動を拡大して測定出来
る。市光学挺子で， A'にのせるー脚は長
さを変化出来る様にして置き，測定開始
時には常に，鏡と尺度とが平行になる様
にして，誤差をふせぐ.鏡と尺度聞の距
離D測定，其の他光学挺子使用上白注意
は実験書31~こ譲るが， A' fD移動が，甚し
第 図
V 
く大である時には，勿論正切補正を施さねばならない。との容器θ大部を，水槽中に浸し，蓋の部
分を厳重に固定する口被検液D一定量(乙の実験では 190C.c. )を流入し終づた瞬間から読取り
を始め，同時に水温をあげて 700Cに達したら直ちに放冷する。読取りの時間間隔は，最小3分，
最大15分である。向乙の際，真鍋棒B自身の伸縮は，ホルダーを支える真錆棒によって，殆んど補
償されると考えてよいので，特に考慮しなかヲた白
S 3 結果と考察
被検液として，ダイアセトンアルコール及び，プロピレング Hコ戸 Jレ，ヱチJレグリコグJレ，プ
チJレグりヨー ノレ並びに， ヘキシレングFコールD 四種。グリコ戸ノレを使用した口第2図は前四者
CD，第3図はヘキシレングリコ{ルについての測定結果の一部である。共に測定値から計算した伸
び率を示してあるが，曲棋が夫々上下二本づつあるθは，丁度24時間経過してから再び同じ事を繰
返えした為であてコて，上側D曲線がすべてとり場合に対応する。開始液温は常に室温としたから，
液温曲棋は個々の場合に多少む差異はあったが，大差はない。 1宵液温の最高値が 700Cを越えてい
るのは，水温との遅れによる。
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実繰は伸び率曲娘、点、線は液温曲糠
B. G. :ー プチJt.グリコー ル、 E.G. :ーエチルグリコール、 P.G. :-プロぜレy グリ
ョー Jt.、 D.A. :ーダイアセト yアルコール
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ヘキシレユ/グりコールの場合
図からわかる事は，液温が上昇状態から下降状態に変化すると，カップの伸びる速度は変化す
るが， (即ち，曲線に変曲点が表われる白一之は，伸び自身D曲線を描いて見ると， もっとはっき
り認められたJ仲rJ:.([)最大点は，液温の最高点よりも相当時間遅れる事である凸更に之は，伸びが
大きい時程大である事がわかる。図中曲線上白丸点は，伸びの最大白個所を示す。尚一度伸びD履
歴を得た時には，乙の遅れり時間は，相当に短縮されるもりである。例えば，プチJレグリコ戸Jレに
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よる伸1s.は甚しく大で，又遅れの時聞は最初は約8時間もあるが，翌日再び繰返えしてみると，約
4時間に短縮する。角乙の場合は，実験後にカヲプを取り出して調べて見ると，表面が， SAE規
格で云う“tackystate"になっているから，プチJレ?T.!Jコ円Jレは，制動液としては告そらく不適
当であろう。他θ四者については，とれは認められ友かった。プロピレングリコールとへキシレン
?""yコ戸Jレで、は，伸び率に大差はなく，又両者共に小である。然し制動液として使用する時は，ひ
まし泊とD混和性を考慮せねばなら註い。へキシレングリコールは，ひまし油と任意。割合で混合
するが，プロピレングりコールでは，媒介体としてエチルアルコールを使わなければなら危い。と
れはプロピレングリコ戸Jレの欠点である。
第3図でわかるが，へキシレングリコールでは， 24時間後の曲棋は，前日の曲線を平行移動し
た様で，然かもそD差は極めて小である。結局今回実験した五種類D液では，ゴムヘ白彰響に関し
て，ヘキシレングリコ戸ルが一番すぐれていると考えられる。
常ダイアセ干ンアルコーJレが依然として，かなりすぐれている事は注目すべきである。
第 3 図の上方θ曲棋は，液温D上昇速度を変化した場合を，ヘキシレ~ ?T~ りコールについて調
べたものであるが，液温をゆっくりあげるとカップの伸び率が増大する。とり現象のある事は，実
用面で注意しなければならないロ
最後に，ダイアセトンアルコールはアセトンを原料として製造されるが，九キシレングリコー
ルはダイアセトンアルコ【Jレを原料として合成する事が出来るD 従って，国産化の可能性があり，
告!J動波及び，その他の類似の方面への今後の発展が期待される。
との実験について，いろいろと便宜を与えて下さった中央化学工業株式会社(岐阜市〉の篠田
茂樹氏及び，種々有益拡御助言を賜った大阪大学理学部θ浅田常三郎先生に対して，厚〈押礼申し
上げる。
備実験θ経費の一部は，昭和29年度科学研究助成費によヲた事と，要旨は既に第13回応用物理
学会講演会に沿いて，発表す=みである事を附記する。
(1) S A E Standard : SAE 70R & SAE 60R 
(2) 筆者等，応用物理J 23. 557く昭29)
(3) 例えば.W. Watson. A Text Book of Pract. Phys. 
